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Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る 

地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

▼
金
融
機
関
に
と
っ
て
重
要
な
顧
客
で
あ

る
国
、地
方
自
治
体
等
の
公
共
機
関
で
は
、

財
政
的
な
制
約
が
あ
る
中
で
の
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
共
に
地
域
の
活

性
化
を
図
る
手
法
と
し
て
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
注

１
）
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
く
多
様
な
公
民

連
携（
Ｐ
Ｐ
Ｐ〈
注
２
〉）が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ

ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
六

日
に
、「
公
民
連
携
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
展

開
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
等
へ
の
取
組
み
―
」

と
題
す
る
金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
が
、そ
の
後
、同
様
の
セ
ミ
ナ
ー

の
地
方
開
催
に
関
す
る
要
望
を
数
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
金
融

高
度
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
支
店
・
事
務
所

と
連
携
し
、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
関
す

る
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
適
宜
開
催

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第
一
回
は
、

前
橋
支
店
と
連
携
し
て
二
〇
一
五
年
三
月

二
十
四
日
に
前
橋
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
回
は
、
松
江
支
店
お
よ
び
鳥

取
事
務
所
と
連
携
し
て
四
月
二
十
日
～

二
十
一
日
に
松
江
市
お
よ
び
鳥
取
市
で
開

催
し
ま
し
た
。
各
回
と
も
地
域
金
融
機
関

や
地
方
自
治
体
の
方
々
な
ど
を
対
象
と
し

て
お
り
、
参
加
者
数
は
第
一
回
が
約
二
〇

名
、
第
二
回
が
約
一
七
〇
名
で
し
た
。

▼
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
支
店
長

（
第
一
回
：
冨
田
淳

あ
つ
し

前
橋
支
店
長
〈
開
催

当
時
〉、
第
二
回
：
木
村
武
松
江
支
店
長
）

に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
北
村
佳
之
金
融

高
度
化
セ
ン
タ
ー
企
画
役
が
「
公
民
連
携

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し

て
講
演
し
、
参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
先
進
事
例
を
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
」、「
公
民
連
携
の
推
進
に
際
し

て
、
地
域
金
融
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割

が
大
き
い
こ
と
を
改
め
て
強
く
感
じ
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
以
上
の
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
演

お
よ
び
意
見
交
換
の
要
旨
・
資
料
は
、
日

銀
Ｈ
Ｐ
の
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
→
「
金
融

高
度
化
セ
ン
タ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

『
大
学
生
の
た
め
の 

人
生
と
お
金
の
知
恵
』を
発
行

▼
日
本
銀
行
は
、
お
金
に
関
す
る
情
報
提

供
や
学
習
支
援
を
行
う
「
金
融
広
報
中
央

委
員
会
」
の
事
務
局
を
務
め
、
そ
の
活
動

を
全
面
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
で
は
、

二
〇
一
五
年
三
月
、『
大
学
生
の
た
め
の 

人
生
と
お
金
の
知
恵
』
と
い
う
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
新
た
に
作
成
・
発
行
し
ま
し
た
。

▼
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
大
学
生
に
向

け
て
、
自
立
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
役

に
立
つ
「
人
生
と
お
金
」
に
関
す
る
知
恵

を
幅
広
く
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

▼
ま
ず
、
第
一
部
「
人
生
の
デ
ザ
イ
ン
と

お
金
」
で
は
、
高
校
卒
業
ま
で
に
ど
の
く

ら
い
お
金
が
か
か
っ
た
か
、
大
学
で
は
い

く
ら
か
か
る
か
を
知
り
、
身
近
な
例
か
ら

現
実
的
な
金
銭
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、

大
学
で
能
力
を
高
め
る
必
要
性
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
の
収
入
や
支
出

の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
な
が
ら
、
働
く
こ
と

の
意
義
を
考
え
、
人
生
の
デ
ザ
イ
ン
を
描

く
重
要
性
を
学
び
ま
す
。
特
に
三
〇
歳
の

時
に
ど
ん
な
自
分
に
な
っ
て
い
た
い
か
を

考
え
、
そ
の
た
め
に
今
ど
の
よ
う
に
行
動

す
べ
き
か
を
考
え
ま
す
。

▼
次
に
、第
二
部
「
お
金
の
知
恵
」
で
は
、

お
金
と
う
ま
く
つ
き
あ
い
な
が
ら
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
恵
を
身

に
つ
け
ま
す
。
お
金
の
機
能
や
特
徴
を
理

解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
収
入
や
支
出
を

把
握
す
る
方
法
や
、
お
金
の
使
い
方
を
見

直
す
コ
ツ
な
ど
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
貯

蓄
・
運
用
や
、
借
入
れ
、
保
険
と
い
っ
た

金
融
取
引
の
た
め
の
基
本
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

も
身
に
つ
け
ま
す
。

▼
最
後
の
第
三
部
「
不
確
実
な
人
生
に
船

出
す
る
」
で
は
、
人
生
の
不
確
実
性
と
い

う
リ
ス
ク
に
向
き
合
い
な
が
ら
適
切
に
意

鳥取会場で開会挨拶する木村松江支店長

（注１）Private Finance Initiative、 民間事業者が資金を調達し公共事業を行うもの。
（注２）Public Private Partnership

前橋会場で開会挨拶する冨田前橋支店長
（右、開催当時）と北村企画役（左）
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思
決
定
し
て
い
く
た
め
の
考
え
方
を
学
び

ま
す
。例
え
ば
、リ
ス
ク
な
く
し
て
リ
タ
ー

ン
は
得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
「
リ
ス
ク
と

リ
タ
ー
ン
の
関
係
」
を
学
び
、
幸
せ
を
実

現
す
る
た
め
に
、
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
理
解
し
ま
す
。
損
失
だ
け
が
発
生

す
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
、
回
避
す
る
方

策
や
、
損
失
に
備
え
て
貯
蓄
し
た
り
保
険

を
利
用
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
対
策
を
学

び
ま
す
。
人
生
の
不
確
実
性
を
前
提
に
整

備
さ
れ
て
い
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

し
く
み
を
理
解
し
、
お
金
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
知
恵
も
身
に
つ
け

ま
す
。

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
で
は
、
本
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
大
学
に
お
け
る
講

義
（
新
入
生
向
け
説
明
会
等
を
含
む
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
大
学
教
員
や
金
融
関

係
団
体
が
副
教
材
と
し
て
本
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
活
用
す
る
例
も
増
え
て
い
ま
す
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
送
付
ご
希
望
の
方
は
次
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
請
求
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

books@
saveinfo.or.jp

「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会

二
〇
一
五
」
を
開
催

四
月
二
日
（
木
）、
三
日
（
金
）

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
春
休
み
期
間
中

に
、
小
学
校
四
～
六
年
生
や
中
学
生
の
お

子
さ
ま
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、

「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会
二
〇
一
五
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
二
日
間
計
四
回
の
開

催
で
、
約
八
〇
組
の
親
子
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
日
銀
の
役
割
や
仕
事
に
つ
い
て
の
紹
介

ビ
デ
オ
を
見
て
い
た
だ
い
た
後
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
館
や
実

際
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
新
館
営
業
場
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
今
回
新
た
に
、
金
融
広
報
中
央

委
員
会
の
方
を
講
師
に
迎
え
て
「
大
切
な

お
金
の
知
恵
」
と
題
し
、
小
学
生
は
お
こ

づ
か
い
帳
の
使
い
方
を
通
し
て
、
中
学
生

は
生
ま
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
自
分
に
か

か
っ
た
お
金
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
お
金

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▼
最
後
に
体
験
学
習
と
し
て
、
三
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

①
安
心
し
て
お
札
が
使
え
る
よ
う
に
施
さ

れ
て
い
る
「
偽
造
防
止
技
術
」
を
、
実
際

に
お
札
を
「
触
っ
て
、
透
か
し
て
、
傾
け

て
」
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン

キ
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
印
刷
さ
れ
て
い

る
「
深

ふ
か
お
う
は
ん

凹
版
印い
ん
さ
つ
刷
」
や
そ
の
技
術
を
使
っ

た
「
識
別
マ
ー
ク
」、「
マ
イ
ク
ロ
文
字
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
ヒ
ミ
ツ
」
を
見
つ

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
実
際
に
「
鑑
査
」
の
仕
事
を
し
て
い
る

発
券
局
の
職
員
を
講
師
と
し
て
招
き
、
お

子
さ
ま
た
ち
に
も
「
お
札
の
数
え
方
」
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
「
一
億
円
の
重
さ
体
験
」
で
は
、
一
億

円
パ
ッ
ク
（
模
擬
券
）
で
、
本
物
と
同
じ

一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
さ
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▼
約
二
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、「
ニ

セ
札
が
作
ら
れ
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」、「
短
時

間
で
日
銀
の
機
能
を
知
っ
た
り
、
建
物
を

見
た
り
、
体
験
を
し
た
り
と
盛
り
だ
く
さ

ん
で
と
て
も
充
実
し
て
い
た
」、「
春
休
み

の
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
お
金
や
日
銀
に
つ
い
て

ご
家
庭
で
考
え
る
よ
い
き
っ
か
け
と
な
っ

本店本館は国の重要文化財に指定されて
います

こちらからPDFファ
イルをダウンロードす
ることもできます。

「縦読み」は、本物かどうか、傷み具合はどうかを確か
めながら数える方法。みんなも上手に数えられるかな？

「マイクロ文字」や「すかし」
が見つかりましたか？
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た
よ
う
で
す
。

▼
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
親

子
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
七
月
二
十
七
日
（
月
）
～
三
十
一

日
（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」

と
い
う
お
子
さ
ま
の
好
奇
心
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

▼
参
加
は
無
料
で
す
。
お
申
し
込
み
方
法

な
ど
の
詳
細
は
日
銀
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

「
第
一
一
回 

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

論
文
募
集
中

応
募
締
切
：
九
月
三
十
日
（
水
）

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
日
本
銀
行

の
金
融
教
育
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

二
〇
〇
五
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
、

金
融
・
経
済
分
野
の
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

▼
「
わ
が
国
の
金
融
へ
の
提
言
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
今
年
度
も
論
文
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
い
れ
ば
ど

の
よ
う
な
提
言
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
二
～

四
人
を
一
チ
ー
ム
と
し
、
規
定
に
沿
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
書
類
審
査
を

通
過
し
た
チ
ー

ム
は
十
二
月
上

旬
頃
に
予
定
し
て
い
る
決
勝
大
会
に
お
い

て
、
日
銀
副
総
裁
や
政
策
委
員
会
審
議
委

員
、
外
部
有
識
者
の
方
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
質
疑
応
答
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
日
銀
Ｈ
Ｐ
に
は
、
過
去
の
決
勝
大
会
の

様
子
を
動
画
で
配
信
し
て
い
る
ほ
か
、
過

去
の
入
賞
論
文
や
そ
の
審
査
員
講
評
に
つ

い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
に
当
た
っ
て
は
、
日
銀
Ｈ
Ｐ
上
の

応
募
方
法
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
多

■ 5 月 19 日をもって情報サービス局長を退任し、本
号の編集が編集長としての最後の仕事となりました。
2 年間ご愛読頂き有難うございました。微力ながら、
創刊当初の本誌の思いでもある、「将来の社会経済を
展望するうえで様々な示唆を与える情報」を、分か
りやすくご提供出来ればと思い、編集に取り組んで
まいりました。取材にご協力頂いた多くの方々に改
めて御礼申し上げるとともに、無理難題をいつもク
リアしてくれた同僚やライター、カメラマンなど編
集関係者の皆さんにも感謝したいと思います。 （丹治）
■このたび編集長に就任しました。日本銀行の仕事
はとても幅広く、「金融政策」や「日本銀行券」以外
にも皆様との接点がたくさんあります。私自身、こ
れまで日本銀行の本支店において様々な仕事を経験
してきましたが、どの仕事に従事しているときでも
皆様とのつながりを常に肌で感じてきました。「にち
ぎん」では、日本銀行の活動を分かりやすく、親し
みやすい表現でお伝えすることによって、日本銀行
をより身近な存在として感じていただけるように創
意工夫を凝らしていきたいと思っております。どう
ぞ宜しくお願い致します。 （髙橋）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小
樽支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期
購読、郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承くださ
い。なお、既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホー
ムページ上に掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を
反映しているものではありません。日本銀行の政策・業務運
営に関する公式見解等については、日本銀行ホームページ

（http://www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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